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町債
1億8480万円（4.11%）

町税
9億7512万円
（21.67%）

 譲与税・交付金等
1億6609万円
（3.69%） 

地方交付税
12億9700万円
（28.82%）

分担金・使用料等
1憶7602万円（3.91%）

国庫支出金
4億8692万円
（10.82%）

県支出金
2億6340万円
（5.85%）

寄附金
1億3001万円（2.89%） 

財産収入・諸収入
2億245万円（4.50%） 

繰入金
5億7819万円
（12.85%）

繰越金
4000万円（0.89%） 

歳入

地方譲与税 2310万円
地方特例交付金 570万円
利子割交付金 120万円
交通安全対策特別交付金 119万円
地方消費税交付金 1億2400万円
配当割交付金 330万円
自動車取得税交付金 410万円
株式等譲渡所得割交付金 350万円

譲与税・交付金等詳細

会計別当初予算
区 　 分 30年度予算 31年度予算 比　較 増減率
一 般 会 計 389,200 450,000 60,800 15.6
国民健康保険事業 85,628 81,827 △ 3,801 △ 4.4
下 水 道 事 業 31,734 32,698 964 3.0
介 護 保 険 事 業 66,524 71,255 4,731 7.1
後期高齢者医療事業 6,596 6,196 △ 400 △ 6.1
水 道 事 業 37,633 36,982 △ 651 △ 1.7
合 　 計 617,315 678,958 61,643 10.0

当初予算の推移 
会 計 H26 H27 H28 H29 H30 H31
一 般 会 計 351,100 375,700 410,700 381,200 389,200 450,000
特別会計および
公営企業会計 207,581 231,942 232,003 236,686 228,115 228,958

合 　 計 558,681 607,642 642,703 617,886 617,315 678,958

〇
２
月
定
例
会
を
2
月
25
日
か
ら
3
月
18
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

〇
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
15
件(

同
意
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、

補
正
予
算
３
件
、
当
初
予
算
６
件
、
そ
の
他
４
件)

で
し
た
。

〇
一
般
質
問
は
２
月
25
日
に
６
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

〇
２
月
定
例
会
は
最
終
日(

３
月
18
日)

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案

11
件
と
意
見
書
１
件
、
追
加
議
案
２
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

2月
定例会

＊水道事業会計は歳出予算額

（単位：万円・％）

（単位：万円）

可決前年度比
15.6%増

2議会だより とよさと
令和元年5月10日発行



総務費
7億60万円
（15.57%）

民生費
13億8975万円
（30.88%）

衛生費
3億6107万円
（8.02%） 

農林水産業費
7822万円（1.74%）

商工費
2453万円
（0.55%） 

土木費
8億3565万円
（18.57%）

消防費
1億7674万円
（3.93%） 教育費

6億3686万円
（14.15%） 

公債費
2億2621万円（5.03%）

予備費
500万円（0.11%）

歳出

労働費
51万円（0.01%）

議会費
6486万円（1.44%）

45億円平成31年度
一般会計予算

反
対
討
論

（
今
村
恵
美
子
議
員
）

賛
成
討
論（西

澤
博
一
議
員
）

　
低
所
得
者
層
に
対
す
る
社

会
保
障
の
施
策
が
不
十
分
で

あ
り
、
待
機
児
童
の
増
加
に

対
す
る
子
育
て
環
境
整
備
の

遅
れ
が
見
ら
れ
、
豊
郷
町
が

子
育
て
一
番
の
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
社
会
的
弱
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
た
め
反
対
と
い
た

し
ま
す
。

　
一
般
会
計
45
億
円
は
前
年
度

に
対
し
て
15
・
６
％
の
増
で
あ
り
、

当
初
予
算
の
基
本
方
針
で
何
を
残

し
、
何
を
や
め
る
か
、
ま
た
新
し

く
取
り
組
む
か
の
厳
し
い
選
択
に

よ
り
一
層
の
選
択
と
集
中
を
考
え

た
上
で
の
予
算
で
施
策
の
緊
急
性

お
よ
び
重
要
性
を
判
断
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

反
映
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
と
考
え

る
た
め
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

議
第
10
号
　
平
成
31
年
度
豊
郷
町
一
般
会
計
予
算

議
第
７
号

平
成
30
年
度
豊
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

議
第
８
号

平
成
30
年
度
豊
郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
５
号
︶

議
第
９
号

平
成
30
年
度
豊
郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

議
第
17
号

平
成
30
年
度
豊
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
９
号
︶ 可決

45億円

補
正
予
算

3 議会だより とよさと
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208,130千円

479,576千円

10,116千円

10,078千円

17,546千円
農家や地域住民全体が力を合わせ、農地･水･環境を維持保全する活動

町の歴史を後世に伝えるために、町史の編纂事業
を進める。今年度は調査、資料収集を行う。

今年度は今年度は

するの？するの？

議会注目
事業

学童保育事業

世代をつな
ぐ

農村まるごと保全向上対策事業

ふるさと応援寄付基金
ふるさと納税

社会資本総合整備事業
歌詰橋補強･補修、歩道橋設置

生ごみ減量堆肥化推進

町史編纂事業
町史編さん

平成31年度　主要施策の概要より

8,099千円

歌詰橋の改修工事等、橋梁点検、補修設
計、道路改良工事測量設計を行います。

4議会だより とよさと
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福祉医療助成事業

62,722千円

20,139千円
85,863千円

14,715千円

小中学校

指定避難所備蓄倉庫整備事業

介護予防を主とし、介護状態にない高齢者が、自立した生活、
生きがいを持った生活が送れるよう推進する。

外国語活動推進事業

今年度は今年度は

するの？するの？

議会注目
事業

各指定避難
所

備蓄倉庫整備

生きがいデイサービスセンター運営事業
生きがいデイサービス運営 小中学校給食費無償化

小中学校給食事業

9,900千円
観光振興事業 12,232千円
旧校舎群のライトアップや町内観光施設、観光協会へ
の補助金、軽音楽甲子園開催への補助をします。

5 議会だより とよさと
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概
要
は
。

答
　
と
よ
坊
か
ぼ
ち
ゃ
ん
は
青

果
で
出
荷
す
る
こ
と
を
第
一
と

し
、
東
京
へ
の
販
路
拡
大
を
行

っ
た
。
糖
度
の
高
い
か
ぼ
ち
ゃ

と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

に
取
り
組
み
た
い
。
プ
リ
ン
は

町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
販
売
数

も
上
が
っ
た
の
で
、
継
続
し
て

力
を
入
れ
た
い
。

問
　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
助
成

補
助
金
が
出
て
い
る
が
、
す

べ
て
の
字
に
あ
る
の
か
。

答
　
八
目
、
日
栄
、
大
町
は

な
い
。

問
　
灯
油
等
購
入
費
助
成
金

は
高
騰
し
た
際
の
た
め
か
。

答
　
高
騰
し
た
と
き
に
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
当
初

予
算
で
計
上
し
て
い
る
。

問
　
新
規
事
業
の
説
明
を
。

答
　
自
立
支
援
健
康
増
進
事

業
は
、
月
に
４
回
土
曜
日
の

午
前
中
に
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
な
方
、
体
力
筋
力
維
持
向

上
の
必
要
な
方
、
退
院
後
の

リ
ハ
ビ
リ
等
が
必
要
な
方
で

希
望
者
を
対
象
に
行
う
。

　
お
で
か
け
脳
ト
レ
ほ
っ
こ

り
井
戸
端
会
議
は
、
試
験
的

に
現
在
あ
る
宅
老
所
で
事
業

を
実
施
し
、
評
判
が
よ
け
れ

ば
字
公
民
館
で
の
開
催
も
検

討
し
、
追
加
補
正
も
検
討
す

る
。
認
知
機
能
ア
ッ
プ
や
脳

ト
レ
の
体
験
を
行
う
予
定
。

問
　
特
産
物
振
興
協
議
会
の

地
産
地
消
部
会
の
実
績
、
特

徴
、
31
年
度
の
取
り
組
み
の

問
　
灯
油
等
購
入
費
助
成
金

の
執
行
残
だ
が
、
申
請
が
な

か
っ
た
人
は
何
件
か
。
理
由

は
。

答
　
申
請
し
て
い
な
い
人
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。
不
要

な
方
、
入
院
中
の
方
等
色
々

あ
る
と
思
う
。

問
　
子
ど
も
食
堂
を
隣
保
館

で
行
っ
て
い
る
が
、
隣
保
館

事
業
の
補
助
金
で
し
て
い
る

の
か
。

答
　
子
ど
も
食
堂
と
隣
保
館

事
業
は
別
物
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
指
導
員
報
酬
の
減
額
理
由

は
。

答

4
月
か
ら
募
集
を
行
っ

て
い
た
が
、
応
募
が
な
か
っ

た
。

議
第
７
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

問
　
差
し
押
さ
え
の
件
数
は
。

答
　
預
貯
金
86
件
、
所
得
税

還
付
金
4
件
、
給
与
10
件
、

不
動
産
1
件
、
年
金
1
件
、

そ
の
他
3
件
の
計
1
0
5
件
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
で
、
人
気
が
あ
る
の
は
、

米
と
肉
と
聞
い
た
が
、
町
内

の
出
荷
率
は
。

答
　
肉
は
す
べ
て
町
内
小
売

店
。
米
は
基
本
的
に
町
内
だ

が
、
40
％
が
JA
か
ら
出
荷
さ

れ
て
い
る
。

問
　
ご
み
が
減
っ
て
い
る
理

由
は
。
住
民
が
減
ら
し
て
い

る
の
か
。

答
　
昨
年
か
ら
指
定
袋
を
導

入
し
、
透
明
な
袋
に
な
り
見

え
る
化
さ
れ
、
分
別
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

税
務
課

企
画
振
興
課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

人
権
政
策
課

議
第
10
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
予
算

問
　
町
民
税
の
個
人
の
増
額

理
由
は
。

答
　
納
税
義
務
者
が
約
１
０

０
人
程
増
え
た
。

問
　
消
防
業
務
委
託
料
の
増

額
理
由
は
。

答
　
犬
上
分
署
の
人
員
が
1

人
増
え
た
。
犬
上
分
署
に
も

女
性
を
採
用
す
る
予
定
。

問
　
非
常
備
消
防
費
の
減
額

理
由
は
。
団
員
は
現
在
何
名

か
。
町
内
の
団
員
応
援
の
店

は
何
件
か
。

答
　
減
額
理
由
は
修
繕
等
全

体
的
。
団
員
は
41
人
。
応
援

の
店
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
全
国
的
に
空
き
家
が
増

え
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

豊
郷
に
移
住
を
考
え
て
い
る

等
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
の

か
。
ま
た
構
想
は
。

答
　
東
京
か
ら
電
話
が
あ
り
、

子
育
て
し
や
す
い
町
と
し
て

紹
介
し
、
今
年
作
成
し
た
移

住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹

介
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

企
画
振
興
課

保
健
福
祉
課

医
療
保
険
課

税
務
課

総
務
課

予算、決算に
関すること

常任委員会

学
校
教
育
課
・

総
務
課

産
業
振
興
課

Report
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問
　
時
代
に
合
わ
せ
、
議
会

を
動
画
中
継
し
て
も
ら
い
た

い
。

答
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
議
会
、
ネ
ッ
ト
中
継

等
、
時
代
に
合
わ
せ
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
整
備
課

委員会
問
　
河
川
愛
護
活
動
が
高
齢

化
の
影
響
で
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
県
に
予
算
の
拡

張
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

答
　
平
成
27
年
度
の
委
託
金

は
約
68
万
円
で
あ
っ
た
が
、

平
成
28
年
度
に
面
積
の
見
直

し
を
行
い
81
万
8
千
円
に
な

っ
た
。
河
川
愛
護
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
の
た
め

委
託
費
ア
ッ
プ
は
難
し
い
。

問
　
改
良
住
宅
で
譲
渡
が
済

ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
で
又
貸

し
等
別
の
方
は
住
ん
で
い
な

い
の
か
。

答
　
空
き
家
も
家
賃
は
入
っ

て
い
る
。
又
貸
し
も
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
　
幼
稚
園
の
31
年
度
各
年

齢
の
入
園
数
は
。

答
　
３
歳
児
27
名
、
４
歳
児

25
名
、
５
歳
児
32
名
の
計
84

名
。

問
　
昨
年
1
名
減
で
あ
っ
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
31

年
度
の
体
制
は
整
え
ら
れ
る

の
か
。

人
権
政
策
課

豊
郷
幼
稚
園

議
会
事
務
局

学
校
教
育
課
・

総
務
課

社
会
教
育
課
・

保
健
体
育
課

　
採
決
結
果

　
賛
成
多
数(

可
８
：
否
２)

　
反
対
討
論
　
今
村
議
員

　
賛
成
討
論
　
西
澤
博
議
員

豊郷町先人を偲ぶ館の指定管理者の指定
四十九院文化財保護委員会

(指定期間)2019年4月1日～2022年3月31日

豊郷スポーツ公園施設の指定管理者の指定
特定非営利活動法人　アザックとよさと

(指定期間)2019年4月1日～2022年3月31日

指定管理　可決

固定資産評価審査委員
〈任 期〉
2019年4月1日

～2022年3月31日

答
　
整
え
ら
れ
る
見
通
し
を

持
っ
て
い
る
。

問
　
い
じ
め
や
不
登
校
に
対

し
て
、
学
校
と
教
育
委
員
会

は
連
携
し
て
い
る
の
か
。

答
　
校
・
園
長
会
議
、教
頭
・

主
任
会
議
を
毎
月
1
回
行
い
、

情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
共

通
理
解
を
し
て
い
る
。

問
　
町
史
編
纂
委
託
は
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
依
頼
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
　
文
化
遺
産
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
と
い
う
と
こ
ろ
に
話
を
伺

っ
て
い
る
。
以
前
他
市
で
文

化
財
関
係
で
働
い
て
お
ら
れ
、

町
史
等
に
も
携
わ
っ
て
お
ら

れ
、
多
賀
町
文
化
財
保
護
委

員
の
方
が
さ
れ
て
い
る
。

西山 與喜男 氏

同意

7 議会だより とよさと
令和元年5月10日発行



議
第
11
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

問
　
条
例
改
正
に
よ
っ
て
国

保
税
が
下
が
る
と
思
う
が
、

1
，
1
5
2
万
6
千
円
の
そ

れ
ぞ
れ
の
当
初
予
算
上
の
振

り
分
け
は
。

答
　
医
療
費
給
付
分
1
，

3
4
6
万
円
減
、
介
護
支
援

分
1
1
2
万
円
増
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
1
8
5
万
円

増
で
す
。

問
　
資
格
証
明
書
と
短
期
保

険
証
の
発
行
枚
数
は
。

答
　
資
格
証
明
書
は
6
人
、

短
期
保
険
証
は
1
0
2
人
。

問
　
国
保
運
営
基
金
の
年
度

末
の
現
在
高
は
。

答
　
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
想

定
で
5
，
1
8
3
万
5
千
円

で
す
。

問
　
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
の
内
訳
は
。

答
　
福
祉
医
療
（
福
）
波
及

分
３
８
２
万
4
，
5
0
0
円
、

医
療
費
通
知
分
7
万
円
、
人

間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
助
成

事
業
で
2
8
8
万
8
千
円
。

特
定
健
診
の
費
用
分
と
し
て

5
8
0
万
3
千
円
で
差
引
き

し
、
合
計
1
，
2
5
8
万
6

千
円
で
す
。

問
　
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
の
減
額
の
要
因
は
。

答
　
医
療
費
は
28
年
度
か
ら

29
年
度
で
上
が
っ
た
が
、
被

保
険
者
数
が
減
っ
て
い
る
。

社
保
の
適
用
範
囲
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険

者
数
が
減
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

問
　
被
保
険
者
は
何
人
か
。

答

1
，
8
3
3
人
。

問
　
国
保
の
被
保
険
者
が
１

０
０
人
減
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
か
ら
も
減
る
見
込

み
か
。

答
　
高
齢
化
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
へ
の
移
行
、

社
会
保
険
適
用
の
拡
大
に
よ

り
減
る
見
込
み
。

議
第
13
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算

問
　
生
活
保
護
受
給
者
は
生

活
扶
助
費
に
介
護
保
険
料
は

含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

納
付
書
を
送
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

答

1
号
の
生
活
保
護
受
給

者
で
、
保
護
費
か
ら
天
引
き

し
て
も
い
い
方
は
天
引
き
し

て
い
る
。
人
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
に
な
る
。

問
　
介
護
認
定
審
査
会
で
介

護
度
の
更
新
を
す
る
際
、
重

度
化
す
る
方
と
好
転
さ
れ
る

方
は
ど
う
か
。

答
　
全
体
の
10
％
が
悪
化
し

て
お
り
、
90
％
が
維
持
、
1

％
未
満
の
方
が
好
転
し
て
い

る
印
象
。

問
　
介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
年
度
末
見
込
み
額
は
。

答
　
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
1
，

7
5
5
万
1
千
円
。
調
整
交

付
金
を
減
額
さ
れ
た
の
で
こ

れ
だ
け
残
せ
る
か
は
わ
か
ら

な
い
。

問
　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
30
年
度
の
実
績
と
課

題
は
。

答
　
訪
問
介
護
が
予
定
よ
り

多
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
増

え
て
い
な
い
。
給
付
分
析
は

て
こ
ず
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

利
用
控
え
も
難
し
く
、
伸
び

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

問

7
期
計
画
で
の
計
画
数

値
は
毎
日
利
用
で
あ
っ
た
。

6
期
か
ら
あ
ま
り
増
え
て
い

な
い
の
か
。

答
　
計
画
で
は
7
人
の
予
定

で
人
数
は
増
え
て
い
る
。
回

数
は
半
分
く
ら
い
。

問
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
給
付
費
の
減
額
理
由
は
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

税
務
課

医
療
保
険
課

Report

答
　
要
支
援
者
の
給
付
だ
が

30
年
度
予
算
で
は
31
人
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
30
年
度
実

績
は
か
な
り
減
っ
た
。
31
年

度
は
16
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
特
定
入
所
者
は
何
人
か
。

答
　
限
度
額
証
は
88
人
に
出

て
い
る
。
す
べ
て
の
方
が
施

設
に
入
所
は
さ
れ
て
い
な
い
。

入
所
者
の
9
〜
10
割
の
方
に

出
て
い
る
。

問
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
と
は
。

答
　
豊
郷
病
院
に
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
置
い
て
も
ら

い
、
28
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
。
30
年
度
は

3
人
の
対
応
。
認
知
症
の
疑

い
等
医
療
機
関
に
つ
な
げ
た
。

議
第
14
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
予
算

問
　
保
険
料
の
特
別
徴
収
の

対
象
人
数
は
。

答

7
7
5
人
。

問
　
保
険
料
の
普
通
徴
収
の

対
象
人
数
は
。

答

1
2
2
人
。

問
　
保
険
基
盤
安
定
繰
入
基

金
の
減
額
理
由
は
。

答
　
被
保
険
者
7
割
、
5
割
、

2
割
軽
減
の
う
ち
、
3
/
4

を
県
が
負
担
し
て
い
る
分
。

請
願
第
１
号
　
複
合
性
局
所

疼
痛
症
候
群
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）

の
難
病
指
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

問
　
事
故
で
左
足
を
骨
折
し

た
こ
と
か
ら
発
症
と
あ
る
が
、

事
故
の
保
険
は
適
用
さ
れ
な

い
の
か
。
日
が
経
過
し
た
ら

保
険
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か
。

答

C
R
P
S
の
発
症
に
つ

い
て
の
原
因
が
不
明
で
あ
り
、

事
故
が
原
因
で
の
C
R
P
S

の
発
症
と
は
認
定
さ
れ
て
い

な
い
。

  

採
決
結
果

  

賛
成
多
数
（
可
3
：
否
2
）

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

  

採
決
結
果

  

賛
成
多
数
（
可
4
：
否
1
）

教育、福祉、
衛生、医療、
戸籍、年金
に関する
こと

常任委員会
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委員会

１
４
６
世
帯
で
全
体
で
１
１

７
万
4
千
円
増
額
で
平
均
8
，

0
0
0
円
上
が
る
。

問
　
介
護
支
援
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
は
平
均
す
る

と
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
上

が
る
の
か
。

答
　
介
護
支
援
分
1
，
6
0
0

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

4
0
0
円
。

議
第
８
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）

問
　
流
域
下
水
道
維
持
管
理

負
担
金
の
増
額
理
由
は
。

答
　
終
末
処
理
場
を
持
っ
て

い
な
い
た
め
、
実
績
等
か
ら

確
定
し
た
額
。

問
　
総
合
地
震
対
策
工
事
費

議
第
15
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
予
算

問
　
加
入
金
は
何
件
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

答
　
実
績
か
ら
の
見
込
み
で
、

30
件
。

問
　
全
協
で
説
明
の
あ
っ
た

耐
震
診
断
の
件
に
つ
い
て
、

配
水
管
は
耐
震
の
も
の
で
な

く
て
い
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
　
町
内
に
埋
ま
っ
て
い
る

配
水
管
で
は
な
く
、
浄
水
場

内
の
場
内
配
管
に
つ
い
て
で

あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
耐
震
管
を
使
用
し
て
い
な

い
。
と
い
う
説
明
を
し
た
。

問
　
場
内
配
水
管
は
耐
震
管

を
使
用
し
な
く
て
い
い
の
か
。

答
　
使
用
し
な
く
て
い
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
使
用
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

項
目
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ

た
。

答
　
小
中
学
生
に
「
豊
郷
町

が
10
年
後
こ
う
な
っ
て
い
た

ら
」
と
い
う
絵
を
か
い
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
作
品
も
表
紙
、

中
身
等
に
掲
載
す
る
予
定
。

議
第
６
号
　
豊
郷
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
を
改
正
す
る

条
例
案

問
　
こ
の
改
正
で
、
県
全
体

で
平
均
4
，
5
0
0
円
下
が

る
と
聞
い
た
が
、
豊
郷
町
の

平
均
は
ど
う
か
。

答
　
全
世
帯
で
平
均
す
る
と

7
，
6
0
0
円
下
が
る
。

問
　
資
産
割
を
な
く
す
方
向

で
は
あ
る
が
資
産
割
を
な
く

す
と
国
保
税
は
上
が
る
の
か
。

答
　
資
産
割
を
0
に
す
る
と

議
第
５
号
　
第
5
次
豊
郷
町

総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

問
　
将
来
像
の
理
念
「
一
生

青
春
」
の
概
念
は
。

答
　
中
学
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
10
年
後
の

豊
郷
町
に
ど
う
な
っ
て
い
て

ほ
し
い
か
を
考
え
て
も
ら
っ

た
。
最
後
に
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
出
し
て
も
ら
い
、

「
一
生
青
春
」
を
採
用
し
た
。

「
青
春
」
は
若
者
だ
け
の
も
の

で
な
く
、
年
齢
に
関
係
な
く

元
気
に
、
安
心
で
き
る
ま
ち

に
。

問
　「
持
続
可
能
な
行
政
経

営
」
と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な

意
味
か
。
運
営
で
は
な
い
の

か
。

答
　
運
営
は
、
組
織
も
目
的

も
あ
り
、
経
営
は
、
目
的
を

作
っ
て
組
織
を
作
る
。
経
営

は
、
成
果
を
大
切
と
し
て
お

り
、
行
政
が
破
綻
し
な
い
よ

う
に
計
画
す
る
。

問
　
余
白
へ
の
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
等
で
見
や
す
く
し
て
も

ら
い
た
い
。

企
画
振
興
課

税
務
課

上
下
水
道
課

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

賛
成
討
論
　
鈴
木
議
員

と
は
何
か
。

答

2
年
前
か
ら
行
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
管
の
中
に
、

薄
い
管
を
つ
ぶ
し
た
形
で
入

れ
、
膨
ら
ま
せ
て
硬
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
継
ぎ
目
か
ら
の

漏
れ
を
な
く
す
。

議
第
９
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

議
第
12
号
　
平
成
31
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

問
　
下
水
道
事
業
審
議
会
委

員
の
定
数
、
メ
ン
バ
ー
は
。

答
　
定
数
は
18
人
。
委
員
は

各
字
よ
り
1
名
の
推
薦
を
い

た
だ
き
、
学
識
経
験
者
と
し

て
商
工
会
女
性
部
、
消
費
学

習
グ
ル
ー
プ
か
ら
1
名
の
計

18
名
。

問
　
工
事
請
負
費
の
設
備
更

新
工
事
の
中
身
は
。

答

4
つ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
の
電
気
設
備
工
事
。
雨

降
野
の
ポ
ン
プ
更
新
。

問
　
平
成
32
年
度
か
ら
公
営

企
業
化
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
予
定
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
32
年
4
月
1
日
か

ら
移
行
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
た
い
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

　
採
決
結
果

　
賛
成
多
数(
可
３
：
否
１)

　
反
対
討
論
　
鈴
木
議
員

行財政、総務、人事、農業、
商工業、観光、建設、
上下水道、公営･
改良住宅、人権
に関する
こと

常任委員会
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提出議員
鈴木べんいち

　上記の意見書は、前田広幸、中島政幸、西澤博一、河合勇、今村恵美子
各議員が賛成者として提案され、全員賛成で可決しました。

議会Topics

よろしくお願いします 議
員
補
欠
選
挙

２
人
の
議
員
が
仲
間
入
り

　
２
人
の
議
員
の
欠
員
に
よ
り
、
４
月
21
日
の
町
長
選
挙
と
併

せ
て
、
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
高
橋
な
お
こ
議
員
、
つ
じ
も
と
勇
議
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
11
月
13
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

高橋　なおこ
(下枝)66歳

　複合性局所疼痛症候群（CRPS）の一種である反射性交感神経性ジストロフイー（RSD）は、手足など
に激しい持続的な痛みを伴う病気です。手の部位であれば、痛みによって次第に使えなくなり、まった
く手の機能をなくす場合もあり、足の部位であれば、痛みのため歩行困難になり、場合によっては、車
いすやベッドでの生活を余儀なくされる事もあり、そのため、多くの患者が、それまで従事していた仕
事ができなくなったりします。
　さらに、この病気は、難病指定がされていない事から、治療費等の経済的負担が重くのしかかり、肉
体的にも、精神的にも限界を強いられているのが実状です。
　CRPSという病気は、10万人に約5人と言われる稀な発症率という事もあり、これまで認知度が低く、
長年、診断自体がされなかった患者も多いのですが、難病に指定されれば社会に広く知れ渡ることになり、
早期に診断・治療がなされ、症状が軽減される事が期待できます。
　CRPSは、難病指定の4要件（①希少性、②原因不明、③効果的な治療法の未確立、④生活面への長期
にわたる支障）を満たしています。
　よって、政府ならびに国会におかれては、CRPSに係る下記の事項について速やかに実現されるよう強
く求めます。

記

1　複合性局所疼痛症候群（CRPS）を難病に指定すること。
2　早期に、原因の解明や治療法の研究・確立を図ること。
3　患者の治療の経済的負担が軽減され、安心して治療を受けられるように支援すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成31年3月18日
滋賀県犬上郡豊郷町議会

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣　様

複合性局所疼痛症候群（CRPS）の難病指定を求める意見書

つじもと　勇
(安食南)43歳
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私はこう判断
2月定例会

議案審議

 賛否が分かれたもの
議員名

結果中
　
島

村
　
岸

高
　
橋

前
　
田

北
　
川

西
澤
博

鈴
　
木

西
澤
き

佐
々
木

河
　
合

今
　
村

議第5号 第5次豊郷町総合計画を策定することにつき
議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ☒ ○ ○ ○ × 可決

議第10号 平成31年度豊郷町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ◎ × ○ ○ ○ ☒ 可決

議第13号 平成31年度豊郷町介護保険事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ◎ × ○ ○ × ☒ 可決

議第14号 平成31年度豊郷町後期高齢者医療事業特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☒ 可決

 全 員 賛 成
議第1号 豊郷町固定資産評価審査委員の選任につき同意を求めることについて

議第2号 滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の
変更について

議第3号 豊郷町先人を偲ぶ館の指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議第4号 豊郷スポーツ公園施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議第6号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

議第7号 平成30年度豊郷町一般会計補正予算（第８号）

議第8号 平成30年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第５号）

議第9号 平成30年度豊郷町水道事業会計補正予算（第４号）

議第11号 平成31年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算

議第12号 平成31年度豊郷町下水道事業特別会計予算

議第15号 平成31年度豊郷町水道事業会計予算

請願第1号 複合性局所疼痛症候群(CRPS)の難病指定を求める意見書の提出を求める請願

意見書第1号 複合性局所疼痛症候群(CRPS)の難病指定を求める意見書案

議第16号 民事調停を成立させることについて

議第17号 平成30年度豊郷町一般会計補正予算（第９号）

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）
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一般質問とは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものである。

一般質問

●村岸　善一 議員
☆これからの農業問題を問う ……………………………………………15ｐ
・地産地消による学校給食を再度問う
・緊急自動車の出動を問う

●鈴木　べんいち 議員
☆来年度の国保税はどうなるのか ………………………………………14ｐ
・障がいのある人も安心・安全に暮らせる町づくりを
・地域包括支援センターの機能強化と体制の充実を
・12歳以下のインフルエンザ注射への補助を
・公共施設に電気自動車充電器の設置を
・インバウンド事業の進捗を問う
・「豊栄のさと駐車場拡張工事にかかる顛末について」の検証はどうなったのか

●中島　政幸 議員
☆待機児童の現状と今後の対策は ………………………………………13ｐ
・母子手帳の電子化を
・すまいるたうんばすの運行を問う

●前田　広幸 議員
☆公金のキャッシュレス化を問う ………………………………………17ｐ

●西澤　博一 議員
☆小中学校給食費の滞納徴収を問う ……………………………………16ｐ
☆職員のための職場環境の改善を
・ 主要施策における平成30年度予算の成果および課題ならびに平成31年度当初

予算の重点施策について問う

●今村　恵美子 議員
☆共働き子育て世帯への支援拡充を ……………………………………18ｐ
☆自然災害への町見舞金制度を
・高齢者の健康と生活を守る町政に向けて
・若者が定着するまちづくりを
・貧困の連鎖をなくすための教育支援を

☆の質問を掲載しています。
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さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
待

機
児
童
０ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す

　
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
時

職
員
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て

は
、
嘱
託
と
し
て
長
時
間
の

勤
務
を
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
と
の
粘
り
強
い
折
衝
も

　
こ
の
ま
ま
行
け
ば

18
名
の
待
機
児
童
が

生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
形
に

な
り
、
豊
郷
町
を
選
ん
で
い

た
だ
い
て
移
住
さ
れ
た
の

に
、
保
育
園
に
子
供
が
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
で

は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
、
今
現
在
不
承
諾

で
あ
る
18
名
の
方
が
必
ず
入

れ
る
よ
う
な
策
を
し
っ
か
り

と
練
ら
れ
て
い
る
の
か
、
も

う
一
度
お
聞
き
し
た
い
。

　
今
後
、
働
く
女
性
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
の
観
点
か

ら
も
、
待
機
児
童
は
０ゼ
ロ
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
の

で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

中島　政幸 議員

　
豊
郷
町
の
待
機
児

童
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め

る
。

１  

平
成
30
年
度
の
待
機
児

童
数
と
そ
の
内
訳
は
。

２  

平
成
31
年
度
の
予
測
さ

れ
る
待
機
児
童
数
と
そ

の
内
訳
と
今
後
の
対
策

は
。

３  

第
４
次
豊
郷
町
総
合
計

画
の
中
で
、「
今
後
の
人

口
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
計
画
的
な
整
備
を

進
め
ま
す
。」と
あ
る
が
、

計
画
的
な
整
備
は
進
め

ら
れ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
計
画
的
整
備
と
は

何
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

１  

昨
年
４
月
１
日
の
時
点

で
の
待
機
児
童
数
は
２

名
で
し
た
。

２  

保
育
所
へ
の
入
所
不
承

諾
と
し
て
通
知
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
人
数
は
、

18
名
お
ら
れ
ま
す
。
民

間
保
育
園
の
人
材
派
遣

に
よ
る
保
育
士
確
保
に

つ
い
て
も
、
補
助
制
度

を
創
設
し
て
対
応
す
る

な
ど
、
何
と
か
人
材
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

３  

平
成
21
年
度
か
ら
の
10

年
間
を
見
据
え
、
園
児

の
人
数
に
よ
っ
て
保
育

室
の
配
置
を
変
え
る
こ

と
で
対
応
し
て
こ
ら
れ

た
部
分
が
あ
り
ま
す
。

待
機
児
童
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

待
機
児
童
０ゼ

ロ

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

問

問

答

答

待機児童０
ゼロ

に
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る
と
、
例
え
ば
、
来
年
１
万

円
上
が
っ
た
と
す
る
と
、
今

年
の
４
，
５
０
０
円
分
を
含

め
て
、
約
２
千
万
円
の
基
金

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
４
，
５

０
０
円
下
が
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
ず
、

基
金
を
活
用
し
て
、
最
低
限

来
年
度
も
、
今
年
度
の
税
額

の
維
持
を
求
め
ま
す
。

（
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
の
制
度
が
変
わ
り
、

県
で
「
標
準
的
な
保
険
税
率

が
提
示
」
さ
れ
、
そ
れ
を
基

に
し
て
各
市
町
で
そ
れ
ぞ
れ

の
税
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。）

　
町
民
の
立
場
に
立

て
ば
、
国
保
税
が
下

が
る
の
は
歓
迎
し
ま
す
が
、

問
題
は
、
今
回
の
引
き
下
げ

は
町
の
主
体
的
な
努
力
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
様
々

な
要
因
で
、
結
果
的
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
来
年
度
も
今
年
度
同
様

の
保
険
税
が
維
持
さ
れ
る
と

い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
町
の
主
体
的
な

努
力
に
よ
る
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
重
ね
て
求
め
る
も
の

で
す
。

　
来
年
度
は
、
恐
ら
く
相
当

上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
現

時
点
で
は
覚
悟
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
今
年
度

と
同
額
を
維
持
し
よ
う
と
す

　
平
成
30
年
12
月
３

日
付
の
滋
賀
県
の
資

料
に
よ
る
と
、
来
年
度
の

「
仮
係
数
に
よ
る
標
準
保
険

料
の
算
定
結
果
」
で
は
、
豊

郷
町
は
今
年
度
に
比
べ
て

４
，
１
６
５
円
下
が
る
事
に

な
っ
て
い
る
が
、

１  

県
の
確
定
数
値
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

２
（
県
の
確
定
を
受
け
て
）

本
町
の
国
保
税
の
見
込
み

は
ど
う
か
。

１  
県
の
確
定
数
値
で
は
、

４
，
５
０
０
円
下
が
り

ま
す
。

２  

豊
郷
町
の
国
保
税
は
、

来
年
度
、
全
世
帯
で
平

均
で
年
額
７
，
６
０
０

円
下
が
り
ま
す
。
な
お
、

来
年
度
か
ら
資
産
割
を

な
く
し
た
い
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
が
、
来
年

度
に
資
産
割
を
な
く
し

た
場
合
、
１
４
６
世
帯

で
８
千
円
上
が
る
事
に

な
り
、
来
年
度
は
、
資

産
割
は
廃
止
し
ま
せ
ん
。

問答

問

問

答

来年度の国保税はどうなるのか

全世帯で平均７,６００円下がります。

鈴木 べんいち 議員

　
今
年
度
同
様
と
な
る
と
か

な
り
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

来
年
度
の
上
げ
幅
が
分
か
っ

た
段
階
で
、
出
来
る
だ
け
上

げ
幅
の
少
な
い
対
応
を
検
討

し
た
い
。

　
あ
と
、
資
産
割
に
つ
い
て

は
、
段
階
的
廃
止
が
軸
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
一
括
廃
止

を
含
め
て
、
出
来
る
だ
け
早

い
段
階
で
４
方
式
か
ら
３
方

式
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

税務課の窓口

14議会だより とよさと
令和元年5月10日発行



村岸　善一 議員

の
修
理
等
も
含
め
ど
の
よ
う

に
し
て
農
地
を
守
っ
て
行
く

の
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
は
国
、県
、

町
と
地
主
負
担
と
で
さ
れ
て

き
た
が
、
今
農
業
者
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
方
向
に
動
い

て
い
る
。
し
か
し
、
今
で
は

地
主
主
体
か
ら
耕
作
者
主
体

に
な
る
よ
う
な
話
も
聞
い
て

い
る
。
ま
た
５
、６
年
前
に

30
年
以
上
た
っ
た
水
路
は
順

次
改
修
す
る
が
莫
大
な
費
用

が
い
る
こ
と
か
ら
頓
挫
し

た
。
そ
う
い
っ
た
中
、
土
地

改
良
が
声
を
上
げ
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
負
担
割
合
を
し

て
い
く
必
要
が
有
る
と
思
い

一
生
懸
命
汗
を
か
い
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

５  

町
内
ほ
と
ん
ど

の
集
落
で
高
齢

化
や
後
継
者
問

題
等
で
人
材
不

足
が
今
後
の
課

題
と
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て

は
、
県
、
町
、

JA
が
連
携
し
、

課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を

進
め
て
行
き
た

い
。

　
土
地
改
良
も
終
わ

り
30
年
以
上
も
過
ぎ

水
路
等
が
老
朽
化
し
て
傷
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
を
直
す
に

は
地
主
負
担
が
多
く
掛
か

り
、
現
在
で
は
そ
こ
ま
で
し

て
農
地
を
守
っ
て
ほ
し
く
な

い
と
思
わ
れ
る
方
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
町
と
し
て
水
路

補
助
金
交
付
要
綱
で
、

国
、
県
の
採
択
基
準
対

象
外
の
事
業
に
つ
き
補

助
が
あ
る
。

４  

経
営
体
育
成
支
援
事
業

や
担
い
手
確
保
、
経
営

強
化
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
事
業
対
象
者
へ
の

要
望
を
募
り
、
要
望
内

容
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
と
書
類
確
認
を
行

い
ま
す
。

　
豊
郷
町
の
農
業
は

基
幹
産
業
の
１
つ
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
農

家
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
等
で
担
い
手
不
足
に
な

り
農
業
は
衰
退
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
豊
郷
町
で

は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
以
下
の
点
に

つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

１  

豊
郷
町
の
農
地
面
積
は

ど
れ
だ
け
か
。
ま
た
、

遊
休
農
地
は
ど
れ
だ
け

あ
る
の
か
。

２  

農
業
者
は
何
名
お
ら
れ
、

そ
の
内
法
人
と
認
定
者

は
何
名
か
。

３  

水
路
、
農
道
も
含
め
町

独
自
の
支
援
体
制
は
。

４  

国
、
県
の
支
援
事
業
に

対
す
る
町
の
対
応
は
。

５  

農
業
者
の
意
見
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
向

に
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

１  

農
地
面
積
は
３
８
３
ha

で
、
そ
の
う
ち
遊
休
農

地
は
０
・
７
ha
。

２  
農
家
戸
数
は
２
１
１
戸

で
認
定
農
業
者
が
18
経

営
体
。
内
法
人
は
８
法

人
。

３  

環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物

を
生
産
す
る
農
業
者
へ

の
補
助
と
、
特
産
物
の

と
よ
坊
か
ぼ
ち
ゃ
ん
の

生
産
拡
大
を
図
る
た
め

生
産
農
家
へ
の
補
助
、

米
の
品
質
向
上
を
め
ざ

し
て
水
稲
病
害
虫
防
除

実
施
へ
の
補
助
、
ま
た
、

豊
郷
町
土
地
改
良
事
業

こ
れ
か
ら
の
農
業
問
題
を
問
う

県
、
町
、
JA
が
連
携
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む

問

問

答

答

遊休農地
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西澤　博一 議員

　
過
年
度
分
の
給
食

費
の
滞
納
徴
収
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
ま
す
。

１  

平
成
29
年
度
末
に
お
け

る
滞
納
額
は
。

２  

平
成
30
年
度
の
滞
納
徴

収
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

３  

平
成
30
年
度
の
取
り
組

み
の
成
果
は
。

４  

平
成
31
年
度
以
降
の
滞

納
縮
減
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

１  

平
成
29
年
度
末
に
お
け

る
小
中
学
校
の
滞
納
額

は
２
４
２
万
５
，
８
１

４
円
。

２  

必
要
に
応
じ
て
分
納
等

の
納
付
相
談
も
し
て
い

ま
す
。
督
促
状
を
送
っ

て
も
、
反
応
も
納
付
も

な
い
方
に
は
、
未
納
通

知
、
催
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

３  
２
月
14
日
現
在
、
徴
収

金
額
は
17
万
２
，
５
６

３
円
。

４  

次
年
度
以
降
は
納
付
誓

約
の
内
容
に
基
づ
い
て
、

早
期
に
滞
納
解
消
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
回
収

で
き
な
い
事
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
必
要
な
処

置
や
処
理
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

職員のための職場環境の改善を

適正な配置を検討したい

　
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改

善
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
研
修
の
充
実
な
ど
が
必

要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。
適
切
な
休
憩
は
、
労
働

生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
必

要
で
す
が
、
昼
休
憩
時
に
窓

口
対
応
や
電
話
対
応
、
庶
務

等
に
励
む
職
員
が
多
く
見
ら

れ
、
十
分
な
休
憩
時
間
を
取

れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
時
間
外

勤
務
の
多
い
部
署
へ
の
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

小
中
学
校
給
食
費
の
滞
納
徴
収
を
問
う

滞
納
解
消
の
取
り
組
み
を
進
め
る

問答

問

答　
昼
休
憩
中
の
窓
口
対
応
等

は
、
住
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
交
代
に
よ
り
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
住

民
生
活
課
、
税
務
課
、
会
計

室
等
、
窓
口
の
と
こ
ろ
で

は
、
そ
の
時
間
帯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
時
間
外
手
当
を
支

給
す
る
よ
う
な
こ
と
で
対
応

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
外
勤
務
の
多

い
部
署
は
、
業
務
の
内
容
や

取
り
組
み
方
の
改
革
な
ど
を

検
討
す
る
と
共
に
、
今
後
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

取
り
組
み
の
中
で
、
各
課
の

適
正
な
る
配
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い

と
考
え
て
お

り
ま
す
。

夜の役場
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い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
と
い

た
し
ま
し
て
も
こ
れ
を
尊
重

し
、
関
係
機
関
と
の
協
議
の

中
で
、
幅
広
く
対
応
で
き
る

も
の
か
ら
導
入
に
向
け
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

納
付
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を

進
め
る
こ
と
は
と
て
も
よ
い

こ
と
で
、
国
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
き
ま
し

て
、
支
払
い
デ
ー
タ
の
利
活

用
に
よ
る
消
費
の
利
便
性

向
上
や
必
要
性
を
示
し
て

　
現
在
、
民
間
に
お
け
る
支

払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子

マ
ネ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
増
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
で
は

ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
県
下
の
一
部

市
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
ペ

イ
ビ
ー
や
ペ
イ
ジ
ー
と
言
わ

れ
る
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト

に
よ
る
ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
な
り
ま
す
と
、
決
裁

に
必
要
な
専
用
端
末
の
導
入

が
必
要
と
な
る
た
め
、
費
用

対
効
果
の
観
点
か
ら
導
入
さ

れ
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
納
税
者
に

答

　
近
年
、
民
間
に
お

け
る
支
払
い
で
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
も
と

よ
り
、
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
飛

躍
的
に
増
え
て
お
り
ま
す
。

支
払
い
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
は
支
払
う
側
に
と

っ
て
、
手
持
ち
の
現
金
が
な

く
て
も
支
払
い
が
で
き
、
ま

た
、
面
倒
な
小
銭
の
や
り
と

り
も
不
要
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
受
け
取
り
側
に
と
っ

て
も
、
レ
ジ
時
間
の
短
縮
、

現
金
管
理
の
縮
小
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
利
点
が
あ
り
、
民
間

で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、行
政
は
と
い
う
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
現
状
で

あ
り
ま
す
。
県
下
の
一
部
市

町
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
を
導

入
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す

が
、
電
子
マ
ネ
ー
と
な
る
と

全
く
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
で
民

間
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

が
進
む
中
で
、
行
政
の
分
野

で
も
町
民
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納

や
電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い

を
可
能
に
す
る
な
ど
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
進

め
る
上
で
の
課
題
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め

て
い
く
の
か
、
答
弁
を
求
め

ま
す
。

公
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
問
う

導
入
に
向
け
進
め
て
い
き
た
い

問

答

前田　広幸 議員

専用端末機
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追跡 今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業 今村　恵美子 議員

　
昨
年
の
台
風
に
よ

る
暴
風
雨
で
、
町
内

で
も
住
宅
や
そ
の
他
生
活
に

か
か
わ
る
部
分
で
大
き
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
今
後
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

か
ら
み
て
も
、
ま
た
起
き
る

可
能
性
は
充
分
あ
り
ま
す
。

国
も
私
有
財
産
に
対
す
る
公

的
保
障
も
必
要
と
い
う
方
向

に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
然
災
害
に
よ

る
住
宅
等
損
壊
に
対
す
る
町

見
舞
金
制
度
の
実
施
を
求
め

ま
す
が
、
い
か
が
か
。

　
県
は
、
豊
郷
町
が
被
災
住

民
に
支
援
金
を
支
給
し
た
場

合
、
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
見

舞
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
な
い
と
い
う
状
況
で

す
。

　
そ
こ
で
、
県
内
６
町
に
お

い
て
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て

の
協
議
を
進
め
る
た
め
、
意

見
交
換
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

自然災害への町見舞金制度を

県下６町で検討中です

　
共
働
き
世
帯
に
と

っ
て
、
保
育
園
・
学

童
保
育
施
設
は
重
要
な
施
設

で
す
。
待
機
児
童
問
題
の
解

決
を
含
め
、
以
下
の
子
育
て

環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

１  

待
機
児
童
対
策
と
し
て

保
育
室
の
拡
充
。

２  

保
育
園
給
食
は
独
自
に

実
施
す
る
。

３  

両
小
学
校
で
専
用
の
学

童
保
育
室
を
作
る
。

１  

現
状
、
保
育
室
よ
り
保

育
士
不
足
が
課
題
で
す
。

２  

現
在
の
給
食
体
制
で
調

理
員
の
配
置
を
考
え
て

い
ま
す
。

３  

教
育
委
員
会
が
専
用
の

学
童
施
設
の
確
保
を
し

て
い
く
方
向
に
変
わ
り

ま
し
た
。

問

問

答

共
働
き
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
拡
充
を

専
用
の
学
童
保
育
施
設

を
検
討
し
ま
す

答

台風21号による被害

専用学童保育施設（多賀町）
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追跡 今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業追跡追跡追跡追跡 今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる追跡追跡

第6弾

追跡では、一般質問の回答や可決した事業が「今、
どうなっているのか」を随時、調査して行きます。

　今回は、議会の一般質問が多かった「防犯カメラ」の設置について「追跡」しました。「防犯カメラ」
は、ひったくりや窃盗犯罪などのあらゆる面で抑止効果が高く、事件発生時の犯人検挙への活用も
期待されており、何より子どもを犯罪から守る効果を期待して今後も「追跡」を続けます。

平成28年9月議会

防犯カメラ設置の強化を
子供たちの登下校の安全を確保する
ために中島議員が一般質問！

平成30年6月議会

小中学校通学路の確保
凶悪事件を背景に防犯カメラの必要性
を！西澤博一議員が一般質問！

平成30年9月議会

防犯カメラ設置計画と設置場所
平成30年6月議会の答弁を受け、再度、
西澤博一議員が一般質問！

立ちはだかる個人情報保護法！
防犯か！プライバシーか！

凶悪事件を背景に、
町は必要性を認識しながらも、

またもや、
立ちはだかるプライバシー

平成27年9月議会

要所への防犯カメラの設置を
凶悪な犯罪の未然防止のために
高橋議員が一般質問！ プライバシーの問題があり、

設置場所が問題、防犯カメラの
設置および管理運営に関する

ガイドラインを参考に研究したい。

再三にわたる一般質問で、平成30年度では
豊郷駅および町民体育館裏に防犯カメラが
追加設置されました。
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雨降野

北川 乙
おとひこ
彦 さん

「
入
学
お
め
で
と
う
」

　
先
生
の
お
話
を
き
く
真
剣
な
眼
差
し
、
新
し

い
教
科
書
や
ノ
ー
ト
に
輝
く
目
や
笑
顔
は
こ
れ

か
ら
始
ま
る
小
学
校
生
活
へ
の
希
望
に
み
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

表

紙

の

写

北
川
さ
ん
は
、
昭
和
４
年
１
月
生
ま

れ
の
90
歳
で
、
笑
顔
の
素
敵
な
方
で

す
。
町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

北
川
さ
ん
の
作
品
は
あ
る
の
で
、
皆

さ
ん
も
一
度
は
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す

か　
書
、
写
経
、
遊
び
文
字
、
冠
句
、

掛
け
軸
、
色
紙
、
竹
細
工
、
仏
像
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
盆
栽
等
を
作

っ
て
い
ま
す
。
お
茶
や
謡
曲
も
し
て

い
ま
す
。

思
い
入
れ
の
あ
る
作
品
は

　
冠
句
集
「
つ
く
し
」
で
す
。

　
昭
和
62
年
か
ら
、
現
在
ま
で
休
む

こ
と
な
く
発
行
で
き
た
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
。

　
表
紙
か
ら
中
身
ま
で
す
べ
て
手
書

き
で
仕
上
げ
、
コ
ピ
ー
、
製
本
作
業

も
自
分
で
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
に
１
冊
だ
け
、
体
調
を

崩
し
、
手
書
き
で
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、

ま
た
復
活
し
発
行
で
き
て
い
る
の
は

う
れ
し
く
、
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
何
で
す
か

　
朝
か
ら
晩
ま
で
様
々
な
こ
と
に
打

ち
込
み
、
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
無
理
を
す
る
と
し
ん
ど
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
や
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
作

っ
て
お
い
て
、そ
こ
に
行
っ
て
作
業
、

ま
た
移
動
し
て
作
業
と
、
根
を
詰
め

て
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
休
憩
を
取
り
な
が
ら
、
忙
し
い
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
町
内
で
、
北
川
さ
ん

の
作
品
を
さ
が
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

5

６
月
３
日
　
全
員
協
議
会

６
月
５
日
　
定
例
会
開
会

６
月
６
日
　
一
般
質
問

６
月
７
日
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
月
10
日
　
文
教
民
生
常
任
委
員
会

６
月
11
日
　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

６
月
17
日
　
議
会
再
開

６
月
議
会
の
予
定

真

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

い
ろ
ん
な
所
で
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
雨
降
野
の
北

川
乙
彦
さ
ん
に
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

20議会だより とよさと
令和元年5月10日発行


